
政策 豊かさと創造性を育む生涯学習環境の充実

施策 市民スポーツ活動の充実

基本事業

事務事業の目的と成果

施策の総合推進

事業名 スポーツ普及奨励事業（スポーツ大会出場奨励金交付）

部名

課名

事業開始年度

事業終了年度

実施計画事業認定教育部

生涯学習課

－年度

－年度

非対象

対象

全道大会規模以上のスポーツ大会に出場する市民

意図

スポーツ大会に出場する市民の経費負担を軽減し、スポ
ーツの振興を図る。

手段

予選を経て、全道規模以上の大会に出場する市民（個人及
び大学生以下の団体）の参加負担の軽減を図るとともに、市
のスポーツ支援政策として実施。
全道大会出場：小学生・中学生のみ3,000円／人（ただし、
原則として100km圏内で開催される大会を除く）。
全国大会出場：道外開催：10,000円／人、道内開催：5,000
円／人。
国際大会出場：10,000円／人～30,000円／人を支給する（
大会内容、開催地によって変動）。
ただし、ｵﾘﾝﾋ゚ｯｸ・ｱｼ゙ｱ大会・国体・ﾕﾆﾊ゙ ｼーｱー ﾄ゙・その他学
校教育の一環として行われる大会を除く。

事業量・コスト・指標の推移
区分 単位

対象
指標1

全道大会規模以上のスポーツ大会に出場する市民数 人 283 265 338 251

対象
指標2

活動
指標1

活動
指標2

成果
指標1

成果
指標2

千円

人

人

1,941

127

156

1,501 2,085 1,620

167 200 130

97 132 120

補助金額

全道大会出場者数

全国大会出場者数

単位コスト指標

事業費計（A） 1,941 1,501 2,085 1,620

 

正職員人件費（B) 415 806 401 405千円

 

千円

総事業費（A)＋（B) 千円 2,356 2,307 2,486 2,025

費用内訳

報償費 2,085千円

（誰、何に対して事業を行うのか）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

（事務事業の内容、やり方、手段）

[0516]

事務事業評価表　平成24年度

21年度実績 22年度実績 23年度実績

23年度

会計区分 一般会計

24年度当初



理由
・

根拠は？

理由
・

根拠は？

理由
・

根拠は？

理由
・

根拠は？

理由
・

根拠は？

事業を取り巻く環境変化

事業開始
背景

事業を
取り巻く
環境変化

（１）税金を使って達成する目的（対象と意図）ですか？市の役割や守備範囲にあった目的ですか？

義務的事務事業

妥当である

妥当性が低い

選手は、江別市を代表して出場するものであり、選手の負担軽減は競技スポーツの
振興策の一環として行うものであり、妥当である。

貢献度大きい

貢献度ふつう

貢献度小さい

市内でトップレベルの選手が育つことは、競技スポーツのＰＲにもなり、その活性化が
図られ、競技人口の底辺の拡大につながるものである。

基礎的事務事業

（２）上位の基本事業への貢献度は大きいですか？

（３）計画どおりに成果はあがっていますか？計画どおりに成果がでている理由、でていない理由は何ですか？

あがっている

どちらかといえばあがっている

あがらない

市内からは、青少年から成人までの各階層、さらには、多種多様なスポーツ種目に
おいて、多数の全道大会、全国大会出場者を輩出している。

（４）成果が向上する余地（可能性）は、ありますか？その理由は何ですか？

成果向上余地　大

成果向上余地　中

成果向上余地　小・なし

全国・全道大会等に出場する選手に対する経済的支援を継続することにより、競技
スポーツの活性化と競技人口の拡大につながるとともに、競技レベルの向上が期待
できる。

（５）現状の成果を落とさずにコスト（予算＋所要時間）を削減する新たな方法はありませんか？（受益者負担含む）

ある

ない

平成１５年度に奨励金の支給基準を改正し、国体や成人団体への奨励を見直して
いる。

★

★

★

★

★

23年度の実績による事業課の評価（7月時点）


